












Educational Effects of Same-sex Pairing and Mixed-sex Pairing in Pair Work of 
English Classes:  
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外国語学習の分野においても，協働学習の効果について様々な実証研究が報告され (吉満, 2007; 
田村, 2011; 池島・福井, 2012; 中島, 2014)，とりわけ大学の英語学習におけるペアワーク学習










































る。教師の発問への反応は, さほど積極的な返答は少なく, 学習活動に活発な能動 



































A・Bグループ:『 Learning of Practical Grammar from VOA English 読解力向上は基礎文法か
ら─自然・科学をVOAで読む─』(英宝社) 















（２） During-reading Tasks 
① テキストのペア音読・ペア・シャドーイング活動 







































観点Ⅰ: 各グループの英語習熟の差異。前述のⅡ 2.2の通り, 各グループの英語習熟度は, Aグ
ループ, Bグループ, Cグループの順列である。 
観点Ⅱ: 異性ペアと同性ペアの差異。 









































る。このペアワークでは, 普段話さない人と話せる機会となるのであるから，3.2. ( 1 )
質問３と質問６は, 同様の結果が予想されるはずである。しかし，Cグループは8割以




では, 男性同士ペアにも関わらず, 毎回変わるペアを「とても面白い」と評価したのは, 
20.6％に過ぎない。このことから, 男性同士の方が, 毎回変わるペアになることについ
て, なんらかの抵抗感または苦手意識を持っているのではないかと推察される。 
    
（３）そこで，異性ペア・同性ペアに関する質問を分析してみよう。 
「ペアワーク」に関する質問8「異性のペアが良かった」     
そう思う（とてもそう思う・まぁまぁそう思う） 
Aグループ：29.1%（8.3%・20.8%）   





   











情が, このような結果に結びついているのではないか。さらに, Aグループ, Cグルー
プについては, 同性ペアの経験がなく, Bグループについては異性ペアの経験がない前













分析：前述の2 ( 3 )質問８, 質問11の結果からすると, 異性ペアは積極的になりにくいと予







    

































                     





























であるＢグループは充実感が低い。これによれば, 協働学習形態において, 男女の異性 
ペアは異性ペアであることによって, 学習効果が得られやすい要素があり, 男性同士 





３.８. ( 1 ) 「英語学習」に関する質問 14「英語に関する苦手意識が低下した」 
そう思う(とてもそう思う・まぁまぁそう思う) 
Aグループ：70.8 %（12.5 %・58.3%） 
Bグループ：35.3 %（2.9 %・32.4%） 
Cグループ：66.6 %（8.3 %・58.3%） 
 
分析：ペアワーク授業を経験した結果, これまで感じていた「英語への苦手意識が薄らいだ」 
と感じた者が, Aグループ, Cグループともに約7割もいる。しかし, Bグループでは， 
35.3％に留まっている。すなわち習熟度に関係なく, 英語への苦手意識があった者に 
とって, ペアワークがその意識を変えたと言えるのである。しかし, Ｂグループは, C 
グループより習熟度が高いにもかかわらず, 低い結果となっているのである。 
 
( 2 )「英語学習」に関する質問12「英語学習への意欲が高まった」 
そう思う(とてもそう思う・まぁまぁそう思う) 
Aグループ：87.5 %（29.2 %・58.3 %） 
Bグループ：53.0 %（5.9 %・47.1 %） 
Cグループ：91.0 %（50.0 %・41.7 %） 
 
分析：３.８. ( 1 )質問14をより一般的かつ肯定的に問うている質問である。「そう思う」が, 
Aグループ, Cグループは約9割以上, Bは約5割となっている。これも習熟度の差異は
見られない。このことから, 男女の異性ペアでの協働学習のほうが, 学習効果を高める
ペアリングであり, 逆に男性同士の同性ペアは, 学習効果が低いという 3.7.と同じ推
察が成り立つと思われる。 
 
３.９. 「英語学習」に関する質問 20「自分の考えや思いを英語で表現したくなった」 
そう思う(とてもそう思う・まぁまぁそう思う) 
Aグループ：62.5 %（12.5 %・50.0 %） 
Bグループ：35.3 %（8.8 %・26.5 %） 
Cグループ：75.0 %（25.0 %・50.0 %） 
 
分析：英語の協働学習において, 大きな目標である個々の実生活で英語に積極的に親しむこ 
とや, 英語を積極的に使用する事が実現するためには, その学習者の意識が高まる 


























1 ) 男女の異性ペアの経験と同性ペアでの学習経験の結果の比較検討,  2 ) グループワークでは，
男女の比率がどう教育効果に影響するかの研究, 3 ) 協働学習を構成する集団の合計人数の差異に
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The purpose of this paper is to demonstrate how pair-work activities in English reading classes affect learners’ 
perceptions on learning English. In order to examine their perceptions, a questionnaire survey was conducted at 
the end of the semester among three classes of Japanese university students taking mandatory English classes. 
There was a beginner class, an intermediate class and an advanced class based on students’ level of English 
proficiency. The responses from the three different classes were compared in terms of the sex ratio of each class. 
Both the advanced and beginner classes consisted of approximately the same number of males and females, while 
almost all students were males in the intermediate class.  
The results revealed that paring, especially mixed-sex pairing, has a significant effect on learners’ perceptions 
on learning English regardless of the learners’ English proficiency differences. 
 
